












要約:ヒトパルボウイルス B19(B19 ウイルス)感染の血清診断用抗原として、組換え抗原(ウ

イルス構造タンパクVP1、VP2の全部または一部を発現)を用いることを検討してきた。そ

れらの組換え抗原に対する免疫応答は、血漿由来のウイルス粒子抗原に対するそれと同じ

ではない。抗 VP2 抗体は抗 VP1 抗体よりも早期には高く上昇するが、約 6ヵ月で検出でき

なくなる。感染後非常に早い時期の抗体上昇は、ウイルス粒子抗原によってのみ検出でき

た。バキュロウイルス発現系では、ウイルス様粒子を形成することができる。この粒子抗

原を用いて伝染性紅斑流行期血清について ELISA を行なったところ、血漿由来のウイルス

粒子抗原を用いた場合と結果がよく一致した。西ドイツ IBL 社作製の ELISA キットについ

て検討した結果、リウマチ因子除去法が不十分であった。


